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顔面修復前 顔面修復後
(〃）
第9回ラオス世界遺産仏像修復プロジェクト報告
⑥胸部及び腹部小割れ
割れ目にカモクを充填した。ラオス漆を溶剤で薄め復元部分の色合わせ
を行った。
胸部修復前 胸部修復中
⑦右腕および右手欠損⑧左腕および左手欠損
前回おこなった欠損力所（復元部分）の荒彫り
に引き続き、仕上げ作業（ノミ・木ヤスリ・紙や
すり等使用）を行った。
ラオス漆を溶剤でうすめ復元部分の色合わせを
行った。復元部分についてはW・ビスンNQ55を参
考とした。
⑨脚部から右足首割損（内部空洞抗）
木材（マイッサク）にて割損個所を
塞ぎ、エポキシ系木工パテとカモクに
て成形する。
胸部修復後
右手欠損箇所荒彫り
脚部割損個所カモク成形
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⑩左右足先及び台座欠損
前回おこなった欠損力所（復元部分）
の荒彫りに引き続き仕上げ作業を行っ
た｡(ノミ・木ヤスリ・紙やすり等使
用)、その他周辺の木痩せ及び細かな
欠損箇所についてはエポキシ系木工パ
テを使用した。
復元部分についてはW・ビスンNQ55
を参考とした。
左右足先荒彫
⑪頭部後ろから背中小割れ
カモクあるいはエポキシ系木工パテを割れ目に充填する。
⑫右肩から袖先欠損
⑬左肩から袖先欠損
前回おこなった欠損
力所（復元部分）の荒
彫りに引き続き仕上げ
作業（ノミ・木ヤスリ・
紙やすり等使用）を行っ
た。ラオス漆を溶剤で
うすめ、復元部分の色
合わせを行った。
復元部分については
W・ビスンNQ55を参考
とした。
修復前
(7り）
荒彫り 修復後
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使用材料
種類 名称 備考
材木 マイサック 03年2月、丸太材にてルアンパパーン
地区（山林）より購入。
漆 ナムキャン 06年2月、ボートン氏ビエンチャンに
て購入。タイよりの輸入品と聞く。
漆増量材 キタオ 04年、ポートン氏ビエンチャンにて、
菩提樹の枯れ木より作成0
漆溶剤 ナマニャーン 04年、ボートン氏ビエンチャンにて購
入○
漆溶剤 灯油 08年2月、ルアンパパーン地区購入。
接着剤 エポキシ系接着剤 07年9月、日本より持ち込み。
木工パテ エポキシ系木工パテ 07年9月、日本より持ち込み。
(刀）
